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獣医コミュニケーション研究会会報 第 5号（2025） 

 

１．巻頭言 

２．報告 

・2024動物感謝デー in JAPAN "World Veterinary Day" 

・2024年 年次大会 

・獣医師会雑誌コラボウェビナー 

３．事務局からのおしらせ 

・行事予定 

・総会議事録 

 

 

１．巻頭言 

前号では若手～中堅の活躍に期待する巻頭言を掲載しましたが、2024 年度はその足がかり

になるような 1 年になってくれたかと思います。NDK として久しぶりに出展協力して、普段あまり

獣医学生でも目にしにくい、食品生産に関わる獣医師の役割をインパクトたっぷりに伝えるブー

スを実現した動物感謝デー。これまでを振り返り、様々な学びの場をデザインする意味を見直す

ことにつながった年次大会。どちらも新しい面々が加わって、これから活躍してくれることを予感

させるものでした。 

新たに設置された倫理審査委員会も、NDK メンバーとしては比較的若手な方々を中心にお

願いしています。既に複数の審査依頼や問い合わせがあり、獣医コミュニケーションの研究として

の展開にも、光明が射したように感じられます。ここで審査を受けた研究は、義務とまでは言えま

せんが、年次大会で中間あるいは完了報告することを推奨していますから、皆さんの目に触れる

機会もあろうかと思われます。委員をお引き受けいただいている方々にはご負担をおかけします

が、どんどんご活用ください。 

2025 年は役員選挙の年です。前回の選挙では、当初役員からそのまま重任になりましたけ

れども、こちらもそろそろ動きがあって然りという状況です。事務局で管理している会計口座を使

いやすいように移設するなど、世代交代できるよう準備も進んできています。走りながら服を着て

きた NDK ですが（さすがにもう裸じゃない――ですよね？）、時流にあわせた衣替えもしていか

ないとですね。 

 

（木村祐哉）  
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２．報告 

・2024動物感謝デー in JAPAN "World Veterinary Day" 

 

1. 日 時：2024年 9月 21日（土） 10：00～17：00 

2. 場 所：駒沢オリンピック公園（東京都） 

3. 主 催：公益社団法人 日本獣医師会 

 

＜開催報告＞ 

「おのおの志のままに生きよ」ののぼり旗を掲げて NDK は、駒沢公園に戻ってきた動物感謝

デーに参加しました。10 年以上 NDK は動物感謝デーで、ブース活動とステージ活動を続けてき

ていますが、今回は新風が吹いた会でした。NDK オールディーズの顔触れはもちろんのこと、多

くの新しい人が半年以上も前から企画に関わり準備してきました。久しぶりにミルクおやじさんを

センターに迎えてのミルクダンサーズのパフォーマンス、ブースは「ファーム to テーブルに関わる

獣医師たち」をテーマに、寺内宏光さんや赤間倫子さんをはじめとしたメンバーたちで打ち合わせ

を重ね、今藤真以子さんの強力なイラストを武器に、クイズあり、ガチャ玉プレゼントあり、はちみ

つケーキやカステラ販売あり、NDK 特製エコバックありの企画で、来場者に楽しんでもらいなが

ら、いろいろな職域の獣医さんのお仕事をたっぷり紹介することができました。間違い探しやって

くれる子供たちが真剣でした。久しぶりに円陣を組んで「NDK ぇ～！ Oh！ Oh！ Oh！！」が

できて楽しかったです。ケーキ完売して良かったです。唯一、素敵なデザインのエコバックが入手

できず残念。次回また作りましょう！  

   

 

左上から、今藤真以子さん作の間違い探しクイズ 産業動物獣医師編、食肉衛生検査所獣医師編、

保健所編、特製エコバッグのデザイン。最後に、ミルクおやじ＆ミルクダンサーズ。 
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・２０２4年 年次大会 「獣医療の「場づくり」づくり」 

 

1. 日 時：2024年 11月 17日（日） 13：00～17：00 

2. 場 所：NATULUCK後楽園（東京都文京区小石川

2-4-17 東京清飲会館） 

3. 参加費：無料（参加人数 22名） 

4. テーマ：獣医療の「場づくり」づくり 

5. 大会長：松井匠作（ヤマザキ動物看護大学） 

 

※獣医療提供体制整備推進協議会及び公益社団法人日本獣医師

会が実施する令和 5年度獣医療提供体制整備推進総合対策事業

における新規獣医師臨床研修促進事業「新規獣医師が職業倫理・

関係法令・コミュニケーションスキル等を修得するための技術研修」

として開催 

 

 

＜プログラム＞ 

ワークショップデザインのプロである元木一喜さんにお越しいただき、「学びの場」をどのように

つくるのか、体験を通じて「学び方」「伝え方」を探求していきます。本年度、久しぶりに現地開催さ

れた動物感謝デーのブース・ステージ企画など、過去の取り組みも振り返りながら、これから各々

の臨床現場や企画につなげていけたらと思います。 

• 元木一喜（一般社団法人 TalkTree）： 学びたくなる“場”を探求する－獣医療現場におけ

る場づくりへのいざない－ 
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＜開催報告＞ 

2024年 11月 17日に年次大会を開催しました。テーマは、獣医療の「場づくり」づくり。ワー

クショップデザインを専門とする元木一喜さん（一般社団法人 TalkTree）を迎え、元木さんつく

る対話の場に、足や口を動かして参加しました。同時に、そのワークや行動の意味・狙いを元木さ

んに解説してもらい、体と頭で理解する取り組みを行いました。 

「名前と所属」「今の正直な気持ち」を各々の順番で話すチェックインにはじまり、足で投票！と

いって、A4用紙に書かれた「場づくり」に対し、思い思いの位置に立ち（座り）、未来に向けた今の

気持ちを共有するなど、ワークを通じて参加者間でのコミュニケーションも増えていきました。参

加者は、自分に一番影響を与えた本を持ってくるよう指示されており、自分以外の本から 1文選

び、別の参加者に話すワークも行いました。物を用意することでワクワクする「遠足効果」や、同じ

ものを見て話すことで安心感・信頼感を高める「共同注視」など、実体験と理論を組み合わせた学

びに没入しました。予定していた 4時間を超してもなお、質問や議論が飛び交い、みんなで急い

で片付けて会場を後にする盛況ぶりでした。 

NDK立ち上げのメンバーから、年次大会にはじめて参加した方、会員以外の参加者が入り

混じり、大会長と会長が目標とした研究会の“かき混ぜ”は大成功といえそうです。今回身をもっ

て体験した「場づくり」を、それぞれがこれからにどう活かすのか。来年の年次大会での共有が楽

しみです。 

（大谷祐紀） 
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・獣医師会雑誌コラボウェビナー 

 

日付 テーマ 担当 

2024年 

1月 26日 

家保の業務で必要となるコミュニケーション

スキル 

柴田正志（静岡県東部家畜保健

衛生所） 

2024年 

2月 28日 

代謝プロファイル試験の成否はコミュニケー

ションが握っている 

水谷 尚（日本獣医生命科学大

学） 

2024年 

3月 26日 

JGAP畜産とコミュニケーション  白戸綾子（JGAP上級審査員、

農場 HACCP主任審査員） 

 

 

３．事務局からのおしらせ 

・行事予定 

2025年 4～5月 総会・役員選挙 

2025年 4～5月 オンラインイベント「哲学対話」 

2025年 8～9月 年次大会 

2025年 9月 動物感謝デー 
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・総会議事録 

獣医コミュニケーション研究会 2024年度総会 議事録 

2024年 5月 8日 19：10～20：00 於：オンライン 

 

出席者： 木村祐哉、松井匠作、白戸綾子、今井 泉、楠川翔悟、堀北哲也、福中夏生、榊原早苗、

石山 大、松岡 猛、若柳 翼、石井一功（敬称略、順不同、12名） 

議事録作成者： 木村祐哉 

 

１．事業報告 

1) 企画実施 

年次大会（2023年 9月 9・10日 *農林水産省補助事業（令和 5年度獣医療提供体制整

備推進総合対策事業）と、オンライン勉強会（10回、のべ 202名参加）について報告があっ

た。 

 

2) 学びばこ 

2023年 11月 17日から 2024年 3月 10日まで提供された e-ラーニングによる講習会 

「管理獣医師の実践的な技術・知識を修得するための講習会」（公益社団法日本獣医師会が

行う令和 5年度 管理獣医師等育成支援事業・獣医師就業支援対策事業、学びばこクラウド

サービスを利用）の実施主体となり、その運営を行ったことが報告された。 

 

3)  日本獣医師会雑誌連載の企画・調整 

当研究会の企画による、日本獣医師会雑誌の連載「解説 獣医療とコミュニケーション」につ

いて、執筆者の調整や依頼を行ったことが報告された。 

 

4） 第 4号会報（2024年 3月 1日付）の発行 

第 4号の発行について報告があった。 

 

5) 2023年度決算（資料 1） 

決算案について事務局より説明の上、松井監事による監査報告があり、賛成多数により承認

された。 

 

 

２．審議事項 

1) 事業計画案 

1-1） ２０２4年 年次大会 

本年度の年次大会も開催を予定しつつも、内容が未定であり、予算としては昨年度と同程度
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を計上していることが説明された。 

 

1-2) 日本獣医師会雑誌連載「解説 獣医療とコミュニケーション」 

従前どおり、堀北事務局長が主体となって調整し、今年度で連載終了となる予定が示された。 

 

1-3) オンライン勉強会 

前項の連載企画と連動させたオンライン勉強会も、従前どおりに開催することとなった。 

 

1-4) 第 5号会報の発行 

継続して発行することが承認された。 

 

2) 予算案（資料２） 

昨年度と同程度に年次大会の経費と参加費を計上した上で、倫理審査委員会の設置に伴う

委員の研修費（日当含む）2名分を支出、審査料 1件分を支出とした予算案で承認された。 

 

３) 運営規約の改訂（資料３） 

昨年度から検討している研究会の銀行口座新設にあたり、必要な記載事項を盛り込むための

運営規約の改訂が提案、承認された。 

 

４) 倫理審査規定の制定（資料４-1、4-2）[木村] 

本研究会で心理・社会的研究の倫理審査委員会を設置するため、倫理審査規定案が提示さ

れた。以下の委員の内諾も既に得られており、会長からの委嘱を行い、必要な諸手続きが完

了次第、本委員会を厚生労働省に登録する計画とともに承認された。 

 

倫理審査委員内諾者： 

木村 祐哉（ヤマザキ動物看護大）（委員長）1、伊藤 優真（有明動物病院, 帝京大） 1、大谷 

祐紀（北海道大） 1、窪田 健太郎（北海道農業共済組合） 1、道信 良子（福井県立大） 2、 

牛根 奈々（山口大）  1, 4、若柳 翼 3 

 

※第４条より抜粋 

（１） 獣医学・獣医療の専門家等、自然科学の有識者が含まれていること。 

（２） 倫理学・法律学の専門家等、人文・社会科学の有識者が含まれていること。 

（３） 一般の立場から意見を述べることのできる者が含まれていること。 

（４） 獣医コミュニケーション研究会の非会員が含まれていること。 

（５） 男女両性で構成されていること。 

（６） ５名以上であること。  
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資料１ 
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資料２ 
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資料３ 
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資料 4-1 
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資料 4-2 
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獣医コミュニケーション研究会 

（Japan Association for Veterinary Communication） 

 

通称：全国畜産支援研究会、農場どないすんねん研究会（NDK） 

 

役員名簿（第 2期） 

会 長 木村 祐哉 

副会長 石山 大 

運営委員 今井 泉 

 窪田 健太郎 

 中尾 洋一 

 若柳 翼 

事務局 堀北 哲也 

監 事 松井 匠作 

 

 

 

 

発行日 

―2025年 3月 1日― 


